
指定以外のインタフェースケーブルを使用しない

インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する本機やコネ
クタを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続
先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。また、イン
タフェースケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお守りください。

ⓦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。 ⓦ ケーブルを踏まない。
ⓦ 破損したケーブルを使用しない。 ⓦ ケーブルの上にものを載せ
ⓦ ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 ない。

お手入れ・内蔵機器の取り扱いに関する注意事項

自分で分解・修理・改造はしない

本機の説明書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理・改造を
行ったりしないでください。本機が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や
火災の危険があります。

光ディスクドライブの内部をのぞかない

光ディスクドライブはレーザーを使用しています。電源がONになっているとき
に内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー
光が目に入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません）。

リチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテリを取り外さない

本機内部にはリチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテ
リが取り付けられています（オプションデバイスの中にはリチウムバッテリやニッ
ケル水素バッテリもしくは、リチウムイオンバッテリを搭載したものもありま
す）。バッテリを取り外さないでください。バッテリは火を近づけたり、水に浸
けたりすると爆発するおそれがあります。また、バッテリの寿命で装置が正しく
動作しなくなったときは、ご自分で分解・交換・充電などをせずにお買い求めの
販売店、または保守サービス会社に連絡してください。

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない

お手入れや本機内蔵用オプションの取り付け/取り外し、本機内ケーブルの取り
付け/取り外しは、本機の電源をOFFにして、電源プラグをコンセントから抜い
て行ってください。たとえ電源をOFFにしても、電源コードを接続したまま本機
内の部品に触ると感電するおそれがあります。また、電源プラグはときどき抜い
て、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがたまったまま
で、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。

高温注意
本機の電源をOFFにした直後は、内蔵型のハードディスクドライブなどをはじめ
本機内の部品が高温になっています。十分に冷めたことを確認してから取り付け/
取り外しを行ってください。

中途半端に取り付けない
電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取り付けてください。
中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあ
ります。

感電注意
本機のハードディスクドライブはホットスワップに対応しています。通電中に部
品の交換をする際は、内部の部品の端子部分などに触れて感電しないよう十分注
意してください。

運用中の注意事項

雷がなったら触らない
雷が鳴りだしたら、ケーブル類を含めて本機には触れないでください。また、機器
の接続や取り外しも行わないでください。落雷による感電のおそれがあります。

ペットを近づけない
本機にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部に
入って火災や感電の原因となります。

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない
引き出したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。ま
た、トレーにぶつかりけがをするおそれがあります。
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中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接
触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこ
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。

指定以外の電源コードを使わない

本機に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源コード
に定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。また、電源
コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りください。
ⓦ コード部分を引っ張らない。 ⓦ 電源コードをはさまない。
ⓦ 電源コードを折り曲げない。 ⓦ 電源コードに薬品類をかけない。
ⓦ 電源コードをねじらない。 ⓦ 電源コードの上にものを載せない。
ⓦ 電源コードを踏まない。 ⓦ 電源コードを改造・加工・修復しない。
ⓦ 電源コードを束ねたまま使わない。
ⓦ 電源コードをステープラなどで固定しない。
ⓦ 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守
サービス会社にご連絡ください。）

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない

添付の電源コードは本機に接続し、使用することを目的として設計され、その安全
性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでください。火
災や感電の原因となるおそれがあります。

電源ケーブルを持って引き抜かない

電源ケーブルを抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜いてくださ
い。ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を加えたりする
とケーブル部分が破損し、火災や感電の原因となります。

設置・移動・保管・接続に関する注意事項

1人で持ち上げない

本機の質量は最大30kg(インナーレール含む、アウターレール含めず)あります。
1人で運ぶと腰を痛めるおそれがあります。装置は２人以上で底面をしっかりと
持って運んでください。また、フロントベゼルに手をかけて持ち上げないでくだ
さい。フロントベゼルが外れ、装置が破損するばかりでなく、落下してけがをす
るおそれがあります。

指定以外の場所に設置しない

本機を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ
い。火災の原因となるおそれがあります。
ⓦ ほこりの多い場所。
ⓦ 直射日光が当たる場所。
ⓦ 給湯器のそばなど湿気の多い場所。
ⓦ 不安定な場所。

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな
ど）の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に
腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれて
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障およ
び発煙・発火の原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いが
ある場合は、販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。

カバーを外したまま取り付けない

本機のカバー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内部
の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って火災
や感電の原因となることがあります。

指を挟まない

ラックへの取り付け・取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな
いよう十分注意してください。

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない

ラックから引き出された状態にある装置の上から荷重をかけないでください。フ
レームが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがを
するおそれがあります。

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない

本機内蔵用オプションやインタフェースケーブルなどの取り付け／取り外しは本機の
電源をOFFにして、電源プラグをコンセントから抜いてから行ってください。たとえ
電源をOFFにしても電源コードを接続したまま本機内の部品やケーブル、コネクタに
触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりすることがあります。

本機を分解・修理・改造しないでくださ
い。感電や火災のおそれがあります。

指定された場所以外には触らないで
ください。感電や火傷などの傷害の
おそれがあります。

火気に近づけないでください。発火
するおそれがあります。

ぬれた手で触らないでください。感
電するおそれがあります。

水や液体がかかる場所で使用しな
いでください。水にぬらすと感電や
発火のおそれがあります。

特定しない一般的な禁止を示しま
す。

安全に、正しくご使用になるための情報を記載してます。本書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元
に置いておくようにしてください。本機をご使用になる前に、本書およびユーザーズガイドを必ずお読みく
ださい(ユーザーズガイドは添付のEXPRESSBUILDERに格納しています)。また、本文中の 名称につい
ては、ユーザーズガイドの「各部の名称と機能」を参照してください。

本製品の利用目的について
本製品は、高性能コンピュータの平和利用に関する日本政府の指導対象となっています。ご使用
になるときは、以下についてご注意願います。

1. 不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。
2. パスワード等により、適切にアクセス管理してください。
3. 大量破壊兵器、ミサイルの開発、またはそれらの製造等に関して、不正にアクセスされる
おそれがあるときは、事前に弊社相談窓口までご連絡ください。

4. 不正使用が発覚したときは、すみやかに弊社相談窓口までご連絡ください。
弊社相談窓口：ファーストコンタクトセンター 電話番号：03-3455-5800

安全にかかわる表示について
本製品を安全にお使いいただくために、本書の指示に従って取り扱ってください。
本書には本機のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、どうすれば危険を避けられ
るかなどについて説明されています。また、本機内で危険が想定される箇所またはその付近には警
告ラベルが貼り付けられています。
本書および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用して
います。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

危険に対する注意・表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよう
な意味を持つものとして定義されています。

例: プラグを抜く

例: 感電注意注意の喚起 この記号は危険が発生するおそれがあることを表します。記号

の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示は、
してはならない行為の内容を図案化したものです。

行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、しなけ
ればならない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるた
めにはこの行為が必要です。

人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。

火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示し
ます。

本書およびラベルで使用する記号とその内容

（本書での表示例）

指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定以
外の電源を使うと火災や漏電の原因となります。

危険に対する注意の内容注意を促す記号 危険の程度を表す用語

注意の喚起

装置の電源プラグをコンセントから抜
いてください。火災や感電のおそれが
あります。

必ず接地してください。感電や火災の
おそれがあります。

特定しない一般的な使用者の行為を
指示します。説明に従った操作をし
てください。

安全上のご注意

全般的な注意事項

人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない

本機は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や機器など、人
命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み
込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これ
ら設備や機器、制御システムなどに本機を使用した結果、人身事故、財産損害な
どが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。

煙や異臭、異音がしたまま使用しない

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源をOFFにして電源プラグを
コンセントから抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービ
ス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原因となります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔やフロッピーディスクドライブ、光ディスクドライブなどのすきまから金属
片や針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。

規格以外のラックで使用しない

本機はEIA規格に適合した19型（インチ）ラックにも取り付けて使用できます。EIA
規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本機が正常に
動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本機
で使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。

指定以外の場所で使用しない

本機を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくださ
い。

本機やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりでな
く、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に関
する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書を読むか保守サービ
ス会社にお問い合わせください。

行為の強制

感電のおそれがあることを示します。

高温による傷害を負うおそれがある
ことを示します。

爆発または破裂のおそれがあること
を示します。

発煙または発火のおそれがあること
を示します。

指がはさまれてけがをするおそれが
あることを示します。

けがをするおそれがあることを示し
ます。

レーザー光による失明のおそれがあ
ることを示します。

特定しない一般的な注意・警告を示
します。

例: 分解禁止

行為の禁止

警告ラベル
危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルがありま
す。これは本製品を取り扱う上で、考えられる危険性を常
にお客様に意識していただくためのものです(ラベルをは
がしたり、汚したりしないでください)。もし、このラベル
が貼り付けられていない、はがれかかっている、または汚
れているなどして判読できないときは販売店にご連絡く
ださい。
ラベルの内容をよく読んで警告事項を守ってください。

* 本製品は3.5型ドライブと2.5型ドライブの2つのタイプのモデルがありますが、ラベルの貼り
付け位置はどちらのモデルも同じです。

製品の譲渡と廃棄
本機または本機に添付されているものを第三者に譲渡(または売却)するとき、または廃棄すると
きは、次の注意事項を守ってください。

ⓦ 本機について
第三者へ譲渡するときは、添付されている説明書一式を一緒にお渡しください。

ハードディスクドライブ内の大切なデータを完全に消去していますか？OS上からは見
えなくなっていてもハードディスクドライブ上に残っていることがあります。第三者へ
のデータ漏洩を防止するために、市販のツールや保守サービス(有償)を利用して、お客様
の責任において消去してください。

ⓦ 添付のソフトウェアについて
添付のソフトウェアを第三者に譲渡するときは、次の注意事項を守ってください。
－ 添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は、それらの複製物を持たないでください。
－ 各ソフトウェアに添付されている「ソフトウェアのご使用条件」の譲渡、移転に関する条件を
満たしてください。

－ 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、アンインストールしてから譲渡して
ください。

ⓦ 消耗品・本機の廃棄について
本機、ハードディスクドライブ、オプションボード、バッテリなどの廃棄については、各自治
体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。なお、添付
の電源コードにつきましても、他の製品への誤用を防ぐため、本機と一緒に廃棄してくださ
い。本機に搭載されているバッテリ(電池)の廃棄(および交換)については、お買い求めの販売
店または保守サービス会社までお問い合わせください。

航空・海上輸送に関する注意
本機と一部のオプションは、リチウム金属電池またはリチウムイオン電池を使っています。
リチウム電池の輸送は、航空・海上輸送規制が適用されます。本機またはオプションを航空
機、船舶などで輸送するときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社へお問い合わ
せください。

日本国外で使用しない

本機は、日本国内用として製造・販売されています。日本国外では使用できませ
ん。本機を日本国外で使用すると火災や感電の原因となります。

本機内に水や異物を入れない

本機内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災
や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源をOFFに
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または
保守サービス会社にご連絡ください。

ラックの設置・取り扱いに関する注意事項

1人で搬送・設置をしない

ラックの搬送・設置は2人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の
破損の原因となります。特に高さのあるラック(44Uラックなど)はスタビライザ
などによって固定されていないときは不安定な状態にあります。かならず2人以
上でラックを支えながら搬送・設置をしてください。

荷重が集中してしまうような設置はしない

ラック、および取り付けた装置の重量が一点に集中しないようスタビライザを取
り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れ
てけがをするおそれがあります。

1人で部品の取り付けをしない・ラック用ドアのヒンジのピンを確認する

ラック用のドアやレールなどの部品は2人以上で取り付けてください。また、ド
アの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認し
てください。部品を落として破損させるばかりではなく、けがをするおそれがあ
ります。

ラックが不安定な状態で装置をラックから引き出さない

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態(スタビライザの設
置や耐震工事など)で引き出してください。ラックが倒れてけがをするおそれがあ
ります。

複数台の装置をラックから引き出した状態にしない

複数台の装置をラックから引き出すとラックが倒れてけがをするおそれがありま
す。装置は一度に1台ずつ引き出してください。

定格電源を超える配線をしない

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回
路の定格負荷を超えないようにしてください。なお、電源設備の設置や配線に関
しては、電源工事を行った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。

電源・電源コードに関する注意事項

ぬれた手で電源プラグを持たない

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。

アース線をガス管につながない

アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。

指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定以外
の電源を使うと火災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるよ
うな場所には設置しないでください。本機の電源仕様に合っていないコードに接
続すると、コードが過熱して火災の原因となります。
クラス0Iのアース線付きACコードセットを使用する場合は、接地接続は必ず、電
源プラグを電源につなぐ前に行ってください。接地接続を外す場合は、必ず電源
プラグを電源から切り離してから行ってください。

たこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となる
おそれがあります。

動作中に装置をラックから引き出さない
本機が動作しているときにラックから引き出したり、ラックから取り外したりしな
いでください。装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れてけが
をするおそれがあります。

装置の上にものを載せない
本機がラックから外れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。

巻き込み注意
本機の動作中は背面にある冷却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでください。
手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあります。

ラベルの
貼り付け位置

3.5型ドライブモデルの場合*

本機を取り扱う前に本書をよくお読みください。
本書は大切に保管してください。
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●取り付け手順
次の手順で本機をラックへ取り付けます。取り付けは2名以上で
行ってください。

① 左右のアウターレールのスラ
イドレールをロックされるま
で引き出します。

ロック機構が確実にロックしていることを確認してください。

箱を開けてから装置を使えるようになるまでの手順を説明しま
す。このスタートアップガイドに従って作業してください。

Step 1 添付品を確認する
梱包箱を開け、次の添付品がそろっていることを確認してください。

ⓦ 本体
ⓦ 電源コード ×2
ⓦ フロントベゼル
ⓦ ベゼルロックキー（フロントベゼルに貼り付けられています）
ⓦ ソフトウェアパッケージ一式*1
ⓦ 保証書（本体梱包箱に貼り付けられています）
ⓦ スタートアップガイド（本書）
ⓦ スライドレール一式
- インナーレールR×1 - インナーレールL×1
- アウターレールR×1 - アウターレールL×1

ⓦ EXPRESSBUILDER*2

*1 ソフトウェアパッケージの内容については、ソフトウェアパッケージ内の構成品を
参照してください。

*2 ドキュメントは「EXPRESSBUILDER」内に格納されています。これを参照するに
は、Adobe Readerが必要となりますので、あらかじめご使用のPCへインストール
しておいてください。

Step 2 内蔵オプションを取り付ける
内蔵オプションを取り付けます(オプションを購入していないときや、
BTOで購入されたお客様はStep3へ進んでください)。

「ユーザーズガイド」の「内蔵オプションの取り付け」、およびオプ
ションに添付の説明書を参照してください。

実装メモリが96GBを超える場合は、メモリダンプの格納先
をシステムボリューム以外に設定してください。また、ページ
ファイルは、システムボリューム以外のシャドウコピーのスケ
ジュールを設定していないボリュームに設定してください。

Step 3 ラックを設置する
本体はEIA規格に適合した19型（インチ）ラックに設置して使用しま
す。次の条件を守ってラックを設置してください。

「ユーザーズガイド」の「設置と接続」を参照してください。

Step 8 管理PCからリモート
デスクトップ接続を行っ
て設定する

本装置と同じネットワークアドレスにある管理PCを使用して必
要事項を設定します。
設定方法の詳細が必要な場合は、管理者ガイドを参照してくだ
さい。
① 管理PC上でリモートデスクトップを起動します。
② 接続先に本装置のコンピュータ名またはIPアドレスを入力しま
す。

③ ユーザー名に「administrator」を入力し、次にパスワードを
入力して[OK]をクリックします。

出荷時のパスワードについては、本装置に添付のスター
トアップガイドに記載されています。

④ リモートデスクトップ接続の画面内で[Ctrl+Alt+End]キーを
押します。
([Ctrl+Alt+Delete]ではないので注意してください）

⑤ iStorage NSに接続されていることを確認し、[パスワードの
変更]をクリックして、パスワードの変更を行います。

ⓦ 本装置のセキュリティを保つために、出荷時のad-
ministratorのパスワードを必ず変更してください。

ⓦ パスワードの文字数は6文字以上である必要がありま
す。また、パスワードには、英大文字、英小文字、
数字、記号の4つの種類のうち3つの種類が使用され
ていなければなりません。

ⓦ パスワードの有効期限は初期設定では42日になって
おりますので、お客様のポリシーに合わせて適宜変
更してください。

⑥ 初期設定ツールで使用したポートを閉鎖します。
自動起動されているN E C 提供の[ 管理者メニュー] から
[Windowsファイアウォール]をクリックします。

　　"Windowsファイアウォール"ウィンドウの左上の[Windows
ファイアウォールを介したアプリまたは機能を許可]をクリック
します。
"許可されたアプリ"ウィンドウの一覧の"iStraguisv"の左端の

Step 9 ESMPROをセットアップ
する

NECが提供するサーバ管理・監視ソフトウェア「ESMPRO®」の
セットアップをします（その他にもRAIDシステムを管理するソフト
ウェアなどがあります。詳しくは各ソフトウェアのドキュメントを参
照してください）。

本装置には、「ESMPRO/Serve rAgen t」と「ESMPRO/
ServerManager」がバンドルされています。

ESMPRO/ServerAgent
iStorage NSシリーズの内部温度やファン、
ハードディスクなどの状態監視やサーバに
異常や障害が発生したときに自動的に本装
置の電源をOFFにしたり、本装置監視用コ
ンピュータやページャへの通報などを行う
ユーティリティです。
ESMPRO/ServerAgentをインストールし
た装置の状態は管理 PC（ESMPRO /
ServerManager）のディスプレイから確認することができます。

ESMPRO/ServerManager
ESMPRO/ServerManager は iStorage
NSシリーズと同一のネットワーク上にあ
る管理PCにインストールするソフトウェ
アです。

EXPRESSBUILDERを光ディスクドライ
ブにセットして表示されるメニューから
［ソフトウェアをセットアップする］－
［ESMPRO］の順にクリックします。以降は、画面に表示されるメッ
セージに従ってください。

iStorage NS連携モジュール
ESMPRO/ServerManagerがインストールされている環境に
iStorage NS連携モジュールを適用することで、ESMPRO/
ServerManagerより、リモートデスクトップ接続が起動できます。
EXPRESSBUILDERを光ディスクドライブにセットして表示され
るメニューから［ソフトウェアをセットアップする］－［iStorage
NS連携モジュール］の順にクリックします。以降は、画面に表示
されるメッセージに従ってください。

以上でセットアップは完了です。引き続き、管理者ガイドを参照して
必要な設定を行ってください。

Step 7 初期設定をする
管理PCで初期設定ツールを使用し、本装置の初期設定を行います。

初期設定ツールの実行は、本装置と同じネットワーク上にある管理
PC (Windows Server 2003/Windows Server 2003 R2/
Windows Server 2008/Windows Server 2008 R2/
Windows Server 2012/Windows XP/Windows Vista/
Windows 7/Windows 8)と添付のEXPRESSBUILDER を使用し
ます。

初期設定に必要な情報として、「IPアドレス」、「サブネットマスク」、
「コンピュータ名」、「管理者パスワード」を事前に決定してください。

* 管理PCは iStorage NS と同一LAN上に存在するコンピューターを使
用します。（管理PCは、他のネットワークへの接続は行わないでくださ
い。）

* 管理PCでファイアウォールが有効になっていると、初期設定が正しく行え
ない場合があります。初期設定ツールで使用するポートをファイアウォール
の例外に設定してください。設定方法については、初期設定ツールのヘルプ
の "検索 " タブで「Windows ファイアウォール設定手順書」を検索して
ください。

* 初期設定は1台ずつ行ってください。

初期設定ツールを起動せずにヘルプを参照したい場合は、以下の
ファイルを開いてください。

EXPRESSBUILDERの
¥ＮASAP¥iStorageNSsetup.chm

① 本体の電源が入っていることを確認し、管理PCの光ディスクド
ライブにEXPRESSBUILDERをセットします。
オートラン機能によりメニューが自動的に表示されます。セットした
タイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。そのよ
うな場合は、エクスプローラから「マイ
コンピュータ」を選択し、セットした光
ディスクドライブのアイコンをダブルク
リックしてください。

② ［ソフトウェアをセットアップす
る］をクリックして、表示されたメ
ニューから［初期設定ツール］をク
リックします。

③ 初回のみ[ご確認]の画面が表示され
ます。装置添付の使用許諾契約書を
ご一読の上、［OK］をクリックしま
す。

④ 初期設定が必要なサーバーを検出
するために、[開始]をクリックし
ます。
対象となるサーバーが、初期設定
ツール画面内の[ サーバーのコン
ピュータ名]欄に"未設定"と表示され
ます。"未設定"のサーバーが検出され
ましたら、[停止]をクリックして自動発見を停止後、[終了]をクリッ
クして自動発見を終了させます。なお、対象となるサーバーのOSが起
動するまでには、構成によって、20～30分かかる場合があります。
30分経っても検出できない場合は、再度[開始]をクリックしてくださ
い。

チェックをはずし、[OK]をクリックします。
⑦ 初期設定ツールで使用したサービスを停止・無効化します。
自動起動されているNEC提供の[管理者メニュー]から[サービ
ス]をクリックします。
サービスの一覧から「iStrageNS(UI_SV)」を選び、ダブル
クリックします。
プロパティ画面が開いたら、スタートアップの種類を[自動]から
[無効]に変更します。
[停止]ボタンを押下後、サービスが停止されたことを確認し、
[OK]をクリックして画面を閉じます。

⑧ 初期構成タスク画面が表示されますので、必要事項を設定しま
す。
* タイムゾーンの設定

日時が自動更新の環境でない場合は設定してください。
* コンピュータ名とドメインの入力

初期設定ツールでコンピュータ名を変更していない場合、ドメイン
に参加する場合は設定してください。
（再起動が必要となります）

お読みください

増設メモリについて

実装メモリが96GBを超える場合は、メモリダンプの格納先をシステム
ボリューム以外に設定してください。また、ページファイルは、システ
ムボリューム以外のシャドウコピーのスケジュールを設定していないボ
リュームに設定してください。

電源制御機能の使用について

本装置には電源制御機能をサポートしていないアプリケーションが含ま
れています。スタンバイ/休止状態で運用しないでください。

本装置のシャットダウン操作について
本体のPOWERスイッチを使って本装置をシャットダウン(電源OFF)し
ないでください。シャットダウンは、管理PCからリモートデスクトッ
プ接続し、シャットダウン操作を行ってください。UPSに接続している
場合は、UPSの管理ソフトウェアを利用したスケジュールシャットダウ
ンを利用することもできます。

パフォーマンスの向上のために
増設バッテリを搭載している場合は、本装置のパフォーマンスを最大限
に活用するために、RAIDコントローラのライトキャッシュの設定を
「Write back」にすることをお勧めします。

Storage Space について
ボリューム作成済みのモデルにおいて、Storage Spaceを利用する場合
はデータボリュームの再作成を行ってください。

シャドウコピーについて
シャドウコピーを設定するボリュームを作成する場合は、アロケーショ
ンユニットサイズを16KB以上に設定してください。

NICチーミングについて
OSのNICチーミング機能を利用する場合は、すべて同じ速度のNICを用
いてチームを作成してください。

本装置のドキュメントについて
管理者ガイドおよびユーザーズガイド・メンテナンスガイドは
EXPRESSBUILDERに格納されていますが、改版されることがありま
す。最新版は以下にてダウンロードできますので、ご確認をお願いしま
す。
[NEC iStorage NSシリーズサポート情報]
http://support.express.nec.co.jp/istorage/
[補足]
上記 URL にて "型番・モデル名から探す" を選択し、テキストボック
スにモデル名を入力して検索してください。

商標について

EXPRESSBUILDER、ESMPROは日本電気株式会社の登録商標です。Microsoft
およびWindows、Windows Serverは米国Microsoft Corporationの米国および
その他の国における登録商標または商標です。
その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

このマニュアルは再生紙を使用しています。

© NEC Corporation 2013
NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。

iStorage NSシリーズのご利用にあたって

iStorage NSシリーズでは、基本となるサポート情報を以下のサイトに
公開していますので、定期的にご参照頂くか、RSSの配信登録を行い、
製品をメンテナンスされることをお勧めします。
http://support.express.nec.co.jp/istorage/
また、有償の保守サービスとして「PP・サポートサービス」を準備して
おります。本サービスをご契約いただくと、電話や電子メールなどでの
お問い合わせ、ご契約者様専用IDでのWebサーバへのアクセスなどが可
能となり、ソフトウェアのQ&Aや技術情報などをご覧いただけるように
なります。また、ソフトウェアのリビジョンアップ情報の提供などもご
契約者様だけのサービスとなります。
「PP・サポートサービス」の詳しい内容については、以下をご覧ください。
[PP・サポートサービス] ご案内のページ
http://www.nec.co.jp/service/support/pp/index.html

お客様登録をする
保証書に記載されている保証を受けるためには、ユーザ登録が必要です。
インターネット（ClubExpressサイト）よりユーザ登録を行ってください。
http://club.express.nec.co.jp

⑤ "未設定" のサーバーのリ
モートデスクトップ起動の
表示が「確認中」から
「可」に変わった場合は、
"未設定" のサーバーを選択
し、[リモートデスクトップ
の起動]をクリックして次の
ステップの③に進みます。
「不可」に変わった場合は、"未設定"のサーバーを選択し、[設
定変更]をクリックします。

⑥ コンピュータ名、IPア
ドレス、サブネットマス
クを入力して [適用]をク
リックします。

⑦ 設定変更を確認するウィ
ンドウが表示されたら、
［OK］をクリックしま
す。
サーバー設定の変更が始まり、サーバー設定状況の内容が順次更新さ
れます。

⑧ 完了メッセージが表示されたら、［OK］をク
リックします。

本機は当社および他社製ラックに取り付けることができます。次の
手順でラックへ取り付けます。

●ラック搭載前の準備
ラックへ取り付ける前に、レールの確認・取り付けを行います。

レールは左右で形状が異なります。
取り付けを間違った場合、ラックに取り付けることができま
せん。よく確認して取り付けてください。

・インナーレールの確認
インナーレールの向きを確認します。

Step 4 本体を設置する
本体をEIA規格に適合した19型（インチ）ラックに設置します。

「ユーザーズガイド」の「設置と接続」を参照してください。

ラックの設置や本体の取り付けは必ず複数名で行ってくださ
い。

腐食性ガスの発生する環境で使用しない

オプションの電源コード
が届く範囲にあるコンセ
ントまたはUPS

室内温度：10℃～40℃* 

* N8103-162増設バッテリを2個追
加(標準搭載のバッテリと合わせて3
個)搭載する場合は10℃～35℃

コンセント形状
AC100V：平行二極 

アース付き
AC200V：NEMA-L6-20P

・インナーレールの取り付け
本機の前面からみて左にインナーレール(L)、右にインナーレール
(R)を取り付けます。

① インナーレールを本機側
面3箇所の突起に合わせ
て、本機背面側にスライ
ドさせます。
このときにインナーレールの
中央付近にあるロックが「カ
チッ」と音がして、ロックさ
れていることを確認してくだ
さい。

② 反対側も①と同様に取り付けます。

・アウターレールの確認
添付のアウターレールの向きを確認します。
アウターレールにある「L」、「R」の刻印を確認してください。

Step 5 ケーブルを接続する
ネットワークケーブルと付属の電源コードを接続します。

詳しくは「ユーザーズガイド」の「設置と接続」を参照してくださ
い。

ⓦ 本装置に接続するケーブルは、LANケーブルと添付の電源
コードのみです。その他のケーブルを接続する必要はありま
せん。また、複数のLANケーブルを接続するときは、まず
LANポート1のみに接続して初期設定を行い、設定完了後に
残りのコネクタに接続してください。

ⓦ 本装置への各種オプションの取り付け・取り外しは、本書で
示すセットアップが完了した後に行ってください。

以上で本体の電源をONにできる状態になりました。

Step 6 電源をONにする
電源をONにします。

1　本体のLANポートコネクタとネットワーク環境として使用するHUB
にLANケーブルが接続されていることを確認する。

2　POWERスイッチを押して、システムの電源をONにする。

例：3.5型ディスクモデル

・アウターレールの取り付け
アウターレールの四角い突起を、
19型ラックの角穴に入れて取り
付けます。この時に「カチッ」と
音がして、ロックしたことを確
認してください。右図は左側（前
面）を示していますが、右側（背
面）、右側（前面 /背面）も同様
に取り付けてください。もう一
方のレールを取り付けるとき、
すでに取り付けているレールと
同じ高さに取り付けてください。

レールが確実にロックされ、脱落しないことを確認してくだ
さい。

ヒント 

前後に多少ガタツキがでることがありますが、製品に支障は
ありません。

② 2人以上で本機をしっかりと持っ
てラックへ取り付けます。

③ 途中で本機がロックされたら、
側面にあるレリーズバー（青色
のレバーが左右にあります）を
手前に引きながらゆっくりと押
し込みます。

④ 完全に本機を押し込むと装置前面のロックがかかり本機を固定で
きます。

ロック機構
ロック状態

*1 電源コードは、15A以下のサーキットブレーカに接続すること。

M1234

ハブ/スイッチング
ハブなど

最後に電源コードを
コンセントに接続する。*1

ハブ/スイッチング
ハブなど

POWERスイッチ

アウターレール（L） アウターレール（R）

インナーレール（L） インナーレール（R）

レリーズバー


